
★弾圧やめ人権と民主主義の回復を＝志位和夫日本共産党委員長	

	

日本共産党の志位和夫委員長は２月２１日、国会内で記者会見し、「弾圧やめ人

権と民主主義の回復を――ベネズエラ危機について」と題する声明を発表しま

した。志位委員長は声明を関係国に直ちに伝えると表明しました。声明の全文は

次の通りです。	

（１）	

	 日本共産党は、南米ベネズエラのチャベス政権が発足当初、選挙をつうじて

国民多数の支持を得ながら進めてきた変革のプロセスに肯定的に注目してき

た。	

	 しかし、同政権および後継のマドゥロ政権の失政と変質のもとで状況が変化

し、市民の政治的自由と生存権に関わる人権問題が深刻化している。人権の保

障は、第２次世界大戦後の国際秩序のもとで、それ自体が国際問題としての性

格をもつものとなっており、ベネズエラ問題は重大な国際問題となっている。	

（２）	

	 わが党は、２０１７年５月、ベネズエラ政府に対し、抗議行動に対する抑圧

的措置をただちに停止し、民主的秩序の回復のために責任ある措置をとるよう

申し入れた。しかし、その後、事態は著しく悪化してきた。	

	 現在、大きな高まりを見せる抗議運動とそれを抑圧・弾圧するマドゥロ政権

との間で緊迫した情勢が続いている。	

	 マドゥロ政権に対し、抗議運動に対する抑圧・弾圧をただちに停止するよう

求める。極度に欠乏している食料品や医薬品を早急に提供すること、国連や国

際赤十字など外部からの国際人道支援物資を拒否するのではなく、受け入れる

ことを求める。	

（３）	

	 現在のベネズエラの危機は、主要には、マドゥロ政権が、２０１５年の選挙

で野党が多数派になった国会の権限を無効化し、批判勢力を暴力的に抑圧・弾

圧し、２０１８年５月の大統領選挙で野党の有力候補を排除して、権力の維持

をはかったことから引き起こされたものである。	



	 こうした経過に照らし、わが党は、マドゥロ政権を、ベネズエラ人民の意思

にもとづく正統な政権とみなすことはできない。事態の根本的な解決には、大

統領選挙のやり直しを含め民主主義を回復することが不可欠であると考える。	

（４）	

	 ベネズエラの危機を解決するうえで、外部からの干渉・介入を許さず、ベネ

ズエラ人民の自決権を擁護・尊重すること、暴力に訴えることなく問題を平和

的に解決することが、きわめて重要である。	

	 日本共産党は、どの国によるものであれ、ベネズエラに対する外部からの干

渉・介入にきびしく反対する。	

	 わけても軍事介入は深刻な犠牲と事態の悪化をもたらすものであり、絶対に

あってはならない。トランプ米政権は、軍事介入を「選択肢の一つ」と繰り返

しているが、そのような権利はどの国であれ与えられていない。	

	 わが党は、抗議運動を敵視し、マドゥロ政権への「連帯」を世界の運動に押

し付ける動きにも、きびしく反対する。	

	 ベネズエラの危機は、ベネズエラ人民の手によって解決されるべきである。	

（以上）	


